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新年のご祝詞を
　　　　申し上げます�

　新年あけましておめでとうございます。昨年は、新政
権のもとアベノミクス効果、そして2020 年の東京オリン
ピック誘致決定などの明るい話題もあり、久々に経済活
動が活発化し始めてきました。本年もこの勢いを継続さ
せていきたいものと思います。
　コールセンター業界の動向ですが、日本流通産業新聞
の「コールセンター売上高調査（2012 年度）」によれば、
「業界上位30 社の合計売上高は7,575 億 5,500万円と
対前年1.7％増、2013 年の1〜3月からは通販や金融
分野の業務拡大により市場成長を維持した」とあり、引
き続き成長の流れが続いています。
　一方、ICT 環境の急速な変化を背景に、スマートフォ
ン、タブレットなどの新しい情報デバイスが次 と々登場し、
その多様なデバイス上で展開されるサービスも進化して
います。その結果、消費者の情報収集力は大幅にアップ、
消費行動パターンも大きく変化してきています。コールセ
ンターはこうした変化や多様性を的確にとらえ、時代に
マッチした付加価値のある「顧客満足」を実現していくこ
とが重要なテーマになっています。当協会も市場トレンド
をしっかりと理解し、会員の皆様とともに切磋琢磨してい
きたいと存じます。　
　昨年の主な活動を振り返りますと、CCAJコンタクトセ

ンター・セミナーには延べ 340 名近い方が参加され、恒
例になりました地方開催は大阪で行い、120 名の方が参
加、「災害時 BCP 対策」「モチベーション向上につなが
る組織風土」「メール・SNSへの対応」について情報交換、
プレゼンテーションをいただきました。新人マネージャー
勉強会は5回実施し、センター運営に欠かせない人材育
成への取り組みについて討議してきました。CCAJスクー
ルには年度内に約 800 名の方が受講される見込みです。
　また海外研修には14 社18 名がカンザスシティ、ダラ
スの2都市 7社を訪問し、コールセンター事業の本場・
米国から様々な学びを得ました。秋には、昨年に続き「会
員交流会」を開催し、勉強会そして懇親パーティに約
130 名の参加をいただきました。
　協会活動には、①研修・勉強会、②会員各社の情報
交換・交流、という二つの側面がありますが、引き続き
それぞれの内容について、各委員会そして事務局の活動
を通じてブラッシュアップを図って参ります。新しい年、
2014 年におきましても、会員各社の積極的なご参加、
ご支援を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
最後になりますが、皆様のご多幸を心より祈念申し上げ
年始のご挨拶とさせていただきます。
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ヨーロッパ最先端ソリューション
NEOシリーズの発売により「VoC 基
盤の雄」に

コールセンターサポート
SOUNDS�GOOD

次なる30 年に向けて

ASCジャパン株式会社 株式会社サウンズグッド アイビーシステム株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長

古賀�剛 川上�真一郎 湯沢�政彦

　輝かしい新春を迎え、皆様の御健勝を
お祈りいたします。
　関係者の皆様のご尽力により、ASCジャ
パンもコールセンター業界の中で通話録
音装置メーカーとして、確実に認知度が向
上しています。本年は NEOシリーズ発売
します。このヨーロッパでの最先端の技術
を糧に更なる飛躍の年にし、最終的には
「VoC 基盤の雄」として認めて頂けるよう
に、努力してまいります。まだまだ若い会
社で御座いますので、至らぬ所も多々御座
いますが、社員一同も高い意思を持って取
り組んでまいりますので、お客様のご期待
にお答え出来るもの確信しております。今
後とも、皆様の御支援とご協力を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　総合人材サービスのサウンズグッドは、
協会のサポート企業として、キャリアアップ
を目指す求職者と人材をお探しの企業様を
結びつけるスペシャリストです。札幌・仙台・
首都圏11ケ所・京都・大阪・福岡に拠点
があり名古屋・沖縄も出店を予定しており、
全国対応を進めております。
　コールセンター経験豊富なSV・オペレー
ターを多数抱えており、インバウンド、アウ
トバウンド、スポット案件、垂直立上等、ブー
ス請負、多様化・高度化する様々なニーズ
にお応えしております。
　また、オペレーターのきめ細やかな研修・
実務指導を徹底し、オペレーションスキル・
品質の向上を図ります。
　本年もよろしく御願い致します。

　新年、明けましておめでとうございます。
　当社は昨年の 9月に創立 30周年を迎
えることができました。
　これまでの長きにわたり、会社を継続、
成長できたのは社員ひとり一人の、また当
社と取引をしてくださるクライアント、そし
て電話の向こうにいる全国のお客様のお
陰と感謝いたしております。
　この30 年間、当社を取り巻く事業環境、
特に通信・IT分野において劇的な革新の
時代でありました。
　この先もより激しい変革の時代が続い
ていくことでしょうが、当社は創業時から
の企業理念＜ I・B・S＞を掲げ、これから
も Intelligence な Business�Systemを追
い求めてチャレンジして参りたいと考えて
おります。
　今後ともご指導ご鞭撻のほど、お願い
申し上げます。

2014 年「年頭所感」
当協会では、本年も会員の皆様および業界の発展に寄与できる活動を推進して参りますので、よろしくお願いいたします。

2014 年もさらなる成長・発展を期待し、会員の皆様より年頭の抱負をいただきました。

新春特別企画

2014 年�年頭所感出稿企業（到着順）
・ASCジャパン株式会社
・株式会社サウンズグッド
・アイビーシステム株式会社
・東京ガステレマーケティング株式会社
・株式会社セントメディア
・トランスコスモス株式会社
・株式会社プロエントコミュニケーションズ
・アルファコム株式会社
・株式会社�もしもしホットライン
・岡田電機株式会社
・株式会社リージェンシー
・株式会社グッドクロス
・株式会社ベルウェール渋谷
・株式会社プロフェッショナルアカデミー
・三機テクノサポート株式会社
・株式会社アイ・エム・プレス
・株式会社�森下仁丹ヘルスコミュニケーションズ

・株式会社ネオキャリア
・株式会社創企社
・株式会社�東京都民銀行
・アドバンス ･コンサルティング株式会社
・株式会社WOWOWコミュニケーションズ
・富士通コミュニケーションサービス株式会社
・株式会社 TMJ
・株式会社ジー・エフ
・NTT コミュニケーションズ株式会社
・株式会社テレワーク
・岩崎通信機株式会社
・日本ユニシス株式会社
・グローバル・タンク株式会社
・ログイット株式会社
・GNネットコムジャパン株式会社
・ファーストコンタクト株式会社
・株式会社ブレイブ

・NTT ソフトウェア株式会社
・日本アバイア株式会社
・株式会社ネットマークス
・ユニファイドコミュニケーションズ株式会社
・PCテクノロジー株式会社
・株式会社�ジェイ�エスキューブ
・株式会社�ベルテック
・株式会社ツーウェイシステム
・株式会社アイティ・コミュニケーションズ
・株式会社リンク
・ヒューマンリソシア株式会社
・株式会社ディノス・セシール
　コミュニケーションズ
・株式会社エヌ・ティ・ティ・ソルコ
・ビーウィズ株式会社
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お客さまに寄り添えるコールセン
ターを目指します。

国内コールセンター派遣事業No.1を
目指して

お客様の成長を支援できるパート
ナーを目指して

東京ガステレマーケティング株式会社 株式会社セントメディア トランスコスモス株式会社
代表取締役社長 取締役�兼�CC 事業部長 取締役副社長

龍﨑�恭一 坂本�竜 石見�浩一

　あけましておめでとうございます。平素
は大変お世話になっております。
　弊社は、公益事業として多くのお客さ
まとの幅広い接点を持ち続けてきた東京
ガスの豊富な経験とノウハウ、そして先進
の技術力をベースに、「東京ガスお客さま
センター」を運営しております。「安心・安
全・信頼」を基本理念に、ライフライン
を堅守するとともに、お客さまの暮らしを
サポートさせていただくべく、今年も、「お
客さまに寄り添えるコールセンター」を目
指してまいりますので、引き続きご指導賜
りますようお願い申し上げます。
　日本コールセンター協会と加盟各社様の
ご発展を心より祈念申しあげます。

　新年あけましておめでとうございます。
　クライアント企業様におかれましては、
旧年来のご愛顧、誠に有難うございます。
コールセンターに特化した人材派遣事業
に関しては、引続き派遣スタッフの『定着
率』『出勤率』等、基本となるKPI 管理
強化を図ります。
　また、稼働スタッフへのCS向上プロジェ
クトを強化、より働き易い環境整備、様々
な企業とのコラボレーション企画を打ち出
し、派遣先クライアント様への安定稼働
を果たしたいと考えます。
　高知CRMセンターを主とするアウトソー
シング事業では、『SNS×Call』をトータル
マネージメントするサービス開発を中心に、
更なるサービス力向上に精進致します。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年はアベノミクスの3 本の矢の実行
による経済成長への明るさが見え、企業
はコスト削減から次なる成長へと歩んでい
ます。お客様の電話、Web、対面マルチ
顧客接点を活用し、リアルとWebが一体
となったオムニチャネルでデータの分析、
活用した実行が重要となります。弊社は、
EC サイト構築・運営、倉庫管理・配送、
カスタマーケアを担うECワンストップサー
ビスの展開を実践し、より企業様が消費
者とダイレクトに繋がり、その中で販売や
マーケティング実践できるソリューション
を提供できるパートナーとして企業様の売
上拡大、成長に貢献します。本年も宜しく
お願い致します。

明るく幸せに働くコールセンター従
業者創りを目指します

MFBシリーズ、LG�CNS 社、Voistore
の 3 本の柱でコンタクトセンター事
業拡大

お客さま企業の「頼れるパートナー」
を目指して

株式会社プロエントコミュニケーションズ アルファコム株式会社 株式会社�もしもしホットライン
代表取締役 代表取締役社長 代表取締役社長
柴山�順子 野�龍次 竹野�秀昭

　新年あけましておめでとうございます。
　コールセンターのストレスマネジメント
研究を2008 年から実施して参りました内
容を株式会社日本法令から「明日から始め
るコールセンターストレスマネジメント」と
して出版致しました。研究にご協力いただ
いております協会会員様を始めとする皆様
方のご協力、ご支援に心より感謝申し上げ
ます。
　今年は、職業ストレスと上手につきあっ
て、明るく働くコールセンター従業者創り
を推進して参ります。また、初めての資格
障害者を対象としたコルセンター就業支
援講座に取組み、業界ノーマライゼーショ
ンの貢献に努めてまいります。本年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。
　本年度も弊社は、通話録音システ
ム “Voistore”（ボイストア）、LG�CNS 社
コンタクトセンター向けソリューション、
MobileFirstBox® シリーズの3 本の柱を
中心に事業を展開して参ります。
　Voistoreでは、音声認識によるテキスト
化をオプション機能としてリリース後、「録
音から活用へ」を合言葉に、引き続き「音
声データ」を企業戦略に活かして頂けるよ
う取り組んでおります。
　また、LG�CNS 社ソリューション及び
MobileFirstBox® シリーズ等、複数のソ
リューション提案を通じ、応対品質や顧客
満足向上を実現するお手伝いができれば
と考えております。
　本年もお客様と現場によりそったソ
リューションの提供と提案に努めて参りま
す。何卒宜しくお願い申し上げます。

　あけましておめでとうございます。
　当社グループは、“ビジネス・ソリュー
ション・パートナー” として、多様なお客さ
まニーズに対応するため、顧客チャネルの
充実、強化を継続的に推進しております。
昨年は海外 BPO 拠点強化の実施、野村
総合研究所様との共同営業の開始、Web
サイト上で効果的なサービスを行うための
ソリューション、「バーチャルエージェント」
の提供を本格的に開始するなど新たな取
組みを行いました。本年は、ITを活用し
た自動化ソリューション、国内外でのBPO
体制などをより強化し、お客さまニーズに
柔軟に対応できる体制を構築してまいりま
すので、引き続きご愛顧のほど宜しくお願
いいたします。
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浮揚から飛躍の年へ 2014 年�リージェンシー×コールセ
ンター=拡大発展∞

2014 年も 24 時間『支え』続けます

岡田電機株式会社 株式会社リージェンシー 株式会社グッドクロス
代表取締役社長 代表取締役社長 営業部�部長

福田�義己 神野�彰史 石井�通明

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年はアベノミクスや2020 年の東京オ
リンピック開催決定など、我が国の経済
に浮揚の兆しがあったように感じられまし
た。しかし、それと同時に台風の被害な
ど天災の危険に改めて直面する年ともなり
ました。
　当社は40 年以上、社会・企業 ITイン
フラを基幹業務としてきた会社として、皆
様の不測の事態に耐えうる下支えをし、浮
揚感を更なる飛躍へとつなげる一助となり
たい―と願っております。
　昨年リリースした電話監督もコンタクト
センターにおける “ソリューション” として
皆様により一層のご愛顧頂けるよう、シス
テムとしても体制としても強化していく所
存です。
　本年も何卒宜しくお願い致します。

　新年あけましておめでとうございます。
　総合人材サービスの株式会社リージェン
シーでございます。
　弊社は全国17拠点体制にて、コールセ
ンタースタッフの派遣・紹介サービスを多
くの企業様にご利用いただいております。
　本年は拠点網を背景にした大人数の派
遣スタッフのご提供に加え、昨年から取り
組んでおりますスタッフ研修制度の充実を
図るとともに、当社内コーディネーターの
マッチング精度を向上させ、お客様の要望
に最も相応しい人材を全国でご提供して参
ります。
　本年も益々のご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、宜しくお願い申し上げます。

　新年のお慶びを申し上げます。
　コールセンター代行サービスのグッドク
ロスは、“24 時間 365日お客様と同じ志
を持つ” BeeCall コンタクトセンター事業
と、“名刺WEB 注文のパイオニア” でお
馴染みのビジネス名刺印刷所で印刷事業
を手掛けております。
　本年も社員一同、すべてのサービスに
於いて『つなぐ』そして『支える』という思
いのもと、創意工夫を邁進していく所存で
ございます。
　弊社が持つ利点を最大限に発揮するこ
とで活きる “通販事業者様のセールス向上
施策” を更に強化すると共に、新たな取
組みを挑戦的に行い、当業界において大
きな役割を果して行きたいと考えておりま
す。
　本年の皆様のご多幸を心より、お祈り申
し上げます。

【新型クラウドCTIシステム】で
更なる価値創造の向上を！

サービス品質の更なる向上へ向けて 2014 年わが社の抱負

株式会社ベルウェール渋谷 株式会社プロフェッショナルアカデミー 三機テクノサポート株式会社
代表取締役 代表取締役 常務取締役�IT サービス本部長
平野�宏 角脇�さつき 宮崎�正司

　新年明けましておめでとうございます。
本年の皆様の益々のご多幸を心よりお祈
り申し上げます。
　お陰様でベルウェールグループは、本
年創業 40 年を迎えます。これもひとえに
皆様方のご支援の賜物と、心より御礼申
し上げます。
　昨年12月に【新型クラウドCTI】を立
ち上げ、各拠点の連携強化を実現しまし
た。又、ソーシャルメディアを活用し、コー
ルセンターとの連動で、更なる包括的な
サービスをご提供いたします。本年も引き
続き、クライアント企業様の、経営の効
率化と収益の拡大に貢献できるサービス
のご提供に注力し、「常に進化し、様々な
価値を創造し続ける企業」を目指し邁進
してまいります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　弊社は、CCAJスクールにおけるテレコ
ミュニケーター、スーパーバイザー育成を
はじめ、お客さま接点における応対品質
と生産性を向上させるためのトレーニング
サービスに特化して取り組んでまいりまし
た。本年度は、さらなるサービス品質向上
のために、業界や職務内容にカスタマイズ
し、最適化したトレーニングプログラムを
ご提供できるようスタッフ一同取り組んで
まいります。ご指導・ご鞭撻賜りますよう
なにとぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は「三機テクノサポート」として再ス
タートをさせていただきました。
　皆様には「より身近に」「より細かく」を
モットーとして、ITソリューションおよび
ネットワークなど、長年培ってきた経験と
お付き合いを大事に引き続きお力になれ
ればと活動してまいります。
　本年も皆様に「！」とご納得いただける
ご提案と運用支援において、皆様との信
頼関係ネットワークを大切にしてお役に立
てるよう努めてまいります。
　本年も何卒よろしくお願い申し上げま
す。
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2014 年をコールセンター飛躍の年
に！

ありがとうが溢れるコンタクトセン
ターの原点に立ち返って

2014 年�飛躍の年へ

株式会社アイ・エム・プレス 株式会社森下仁丹ヘルスコミュニケーションズ 株式会社ネオキャリア
代表取締役 代表取締役 派遣事業本部�本部長
西村�道子 武貞�文隆 平賀�直人

　新年明けましておめでとうございます。
　もしもCRMの世界の流行語大賞が
あったなら、私は昨年度の流行語に「オ
ムニチャネル」「ビッグデータ」「カスタ
マー・エクスペリエンス」の3つを掲げ
たいと思います。コールセンターは、歴
史ある顧客接点のひとつであり、そこに
はソーシャルメディアなんて存在しない
頃からたくさんのお客さま情報が集まり、
そしてお客さまのブランド体験を大きく
左右し続けてきました。
　私どもでは、月刊『アイ・エム・プレス』
や『コールセンター年鑑』の発刊を通じて、
20 年近く前からコールセンターの可能性
を見据えてきました。新しい年が、貴社
のコールセンター飛躍の年になることを、
心から祈っております。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年、弊社はシステムを一新いたしま
した。高度なシステム化が進む中、人と
人とのコミュニケーションはさらに重要
で、より高い品質レベルが求められてお
ります。新時代へのより高いレベルのコ
ンタクトセンターを目指すとともに、私た
ちの原点である「ありがとうが溢れるコン
タクトセンター」に立ち戻って本年も着実
に業務運営を進めてまいります。
　本年もご指導を賜りますよう、どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

　新年のお慶びを申し上げます。2013年は
弊社の強みである動員力で、コールセンター
業界に携わる皆様のご発展にご貢献できた
ことが、一番の慶びでございます。ただ同
時に課題も浮き彫りとなった一年でもあり、
品質・クオリティーをはじめ離職率の悪化
などサービス内容はまだまだ至らない点が
多々ございました。本年は課題改善に向け
た取り組みに特化し全国出店を再加速させ
業界の皆様をはじめ多くの方々に喜んで頂
ける体制を構築致します。コールセンター
業界各社様からはもちろんの事、稼動され
るオペレーターの方からも、心から『ありが
とう』といわれる企業として、そして私達自
身も、常に感謝の気持ちを忘れず、皆様の
期待を超える付加価値をご提供できるよう、
世の中に必要不可欠な派遣会社を目指しま
す。引き続き皆様の一層のご指導、ご鞭撻
を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

チャレンジ精神を発揮して 人材確保のお役にたてます 革新的なコンタクトセンターの構築
と運用のご支援を目指して

株式会社創企社 株式会社�東京都民銀行 アドバンス･コンサルティング株式会社
代表取締役社長 参与�前給事業部長 代表取締役

太田�淳 中条�聖実 有山�裕孝

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は格別のご厚情を賜り、誠にあ
りがとうございました。
　日本経済は大企業を中心に収益改善の
傾向が見られるなど緩やかな回復に向かっ
ています。私共も次なる成長に向け様々な
変化にも怯むことなく、新しいことに果敢
にチャレンジしていく1年にしたいと思っ
ております。
　全社員一丸となって明るく元気に頑張っ
てまいります。
　本年も変わらぬお引き立てのほど、よろ
しくお願い申し上げます。
　皆様のご健勝とご発展をお祈り申し上げ
ます。

　新年明けましておめでとうございます。
協会員の皆様におかれましては、BPO 業
務の拡大等により、人材の需要は、今後
更に高まると推測されます。そのような情
勢下、人材募集時の時給は上昇傾向にあ
りますが、時給を上げることなく、募集効
果を増強させる方法の1つとして、給与を
週払い等にすることが注目されております。
　弊社商品「前給」は、月払いの給与支
払いを変えずに週払い等を可能にするシス
テムで、導入された企業様からは、「採用
に効果があった」「定着率が向上した」と
の声を頂いております。スタッフの方の福
利厚生制度として、是非ともご検討頂けれ
ば幸いでございます。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。

　新年のお慶びを申し上げます。
　弊社では、コンタクトセンターの構築・
運用、分析･診断による品質向上･課題
改善、付加価値向上等のご提案･ご支援
や、コンタクトセンターソリューションの選
定・導入、効果的な運用のご支援等、幅
広い視点に立って明日から具体的にどうし
ていけばよいかがより明解にわかるお客様
本位のコンサルティングサービスをご提供
しています。
　これまでにお仕事をさせていただいたお
客様や協会の皆様方のお力添えに支えら
れて、おかげさまで創業10周年を迎える
ことができました。微力ではございますが、
本年も皆様方のコンタクトセンターの革新
に少しでも多くの貢献をさせていただける
ように、より一層の努力を行う所存です。
　本年も益々のご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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新たな価値あるサービスで信頼され
るビジネスパートナーへ

顧客経験価値の向上を支援する、お
客様の「真のパートナー」へ

昨年は国内・海外共に拡大の1年と
なりました。

株式会社WOWOWコミュニケーションズ 富士通コミュニケーションサービス株式会社 株式会社ＴＭＪ
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長
井上�陽二郎 乙黒�淳 林�純一

　新年あけましておめでとうございます。
　著しい技術革新にともなう社会の変
化はますます激しくなっていますが、
WOWOWコミュニケーションズは、こうし
た変化に対応し、本年もマルチチャネルに
対応した高品質のカスタマーセンターサー
ビスを提供してまいります。
　具体的には、これまで取り組んできた
ソーシャルメディアやビッグデータ分析、
サービスサイエンスを軸としたモニタリン
グセンターサービスなどを充実してまいり
ます。
　これにより、お客様企業のビジネスを戦
略的にサポートいたします。これからも信
頼されるビジネスパートナーとして飛躍し
てまいりますので、本年もよろしくお願い
申し上げます。

　近年、企業を取り巻く状況はソーシャル
メディア等の浸透を受け、顧客の継続維
持が更に複雑化の様相を呈しています。
　こうした中で当社は、顧客接点における
運用サービスを「顧客接点 BPO」と定義、
人と ICT が高度に融合する卓越したサー
ビスの提供を目指しています。
　昨年発売した『お客様接点改善サービ
ス』は、顧客接点 BPOの中心サービスで、
コンタクトセンターにおける顧客の声や、
ソーシャルメディア上の情報などを統合的
に分析し、改善を支援いたします。
　本年、当社は創立 20周年を迎えます。
　長年に渡る経験を活かし、お客様のビ
ジネスへ貢献すべく、更なるサービスの拡
充・強化を図ってまいります。
　本年もよろしくお願いいたします。

　お陰様で多くの業務のご依頼をいただ
き、拡大の一年となりました。ありがとう
ございます。昨年末には、従来の国内、
および中国でのセンターに加え、フィリピ
ンでの日本語オフショアセンター、インド
ネシアの現地向けBPOにも事業領域を
拡張しました。生産性や顧客満足を向上
する、様々なコンタクトセンターの新技術
の開発・実用化も進んでおります。今年も
「Client　Value」をコンセプトに、クライ
アント様の事業課題の解決をコンタクトセ
ンターと、バックオフィスの領域で貢献し
て参ります。本年も、よろしくお願いいた
します。

セカンドコールセンターとしての
充実を目指して

クラウドを活用した新しいコンタクト
センタの形をご提案

おかげさまで30周年を迎えました

株式会社ジー・エフ NTTコミュニケーションズ株式会社 株式会社テレワーク
代表取締役社長 取締役�ボイス＆ビデオコミュニケーションサービス部長 代表取締役社長

岡田�博之 丸岡�亨 八瀬�誠

　明けましておめでとうございます。昨年
秋に事務所移転を行い、正に新たなスター
トの年を迎えました。お陰様で取り組んで
参りました、「自動音声催告サービス」の
認知が広がり始め、またアウトバウンド
IVRの特徴を生かした「安否確認サービス」
やDM・TSRの業務を補完する「音声リマ
インドサービス」を本業の付加価値サービ
スとして導入頂く展開も始まりました。本
年 3月には新システムのリリースを予定し
ており、TSRの手が回らない業務を補完
する『皆様のセカンドコールセンター』と
してご活用頂きやすいソリューションの開
発に一層邁進する所存でございます。本年
も、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し
上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　スマートデバイスや SNS の普及が進み
コンタクトセンタを運営する企業にとって
もその変化に柔軟に対応することが求めら
れています。
　弊社では 2014 年春にクラウド型コン
タクトセンタソリューションとして PBX・
IVR・通話録音や顧客データベースと連携
したコールの振り分けといったコンタクト
センタ機能を全てクラウド上で提供する新
サービスをリリース予定です。フリーダイ
ヤル・ナビダイヤルといった従来のサービ
スと組み合わせてより細やかに企業のニー
ズに応えられるよう努めてまいります。
　本年も、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

　新年、明けましておめでとうございます。
　30周年を迎えた本年は、アトラス情報
サービスグループとしてのシナジーを活か
した事業展開を加速していきます。お客さ
まの顕在化したニーズにお応えするのはも
ちろんのこと、中長期的視点でグループと
してご提案できるサービスを増やし、更に
多くのお客さまに喜んでいただくよう努め
てまいります。
　また、品質の更なる向上を目指し、お客
さまの満足度向上につながる不断の努力
をおこない、急激な変化の中、「困ったなぁ」
「大変だなぁ」という時、「テレワークに相
談しよう」「そうそう、これなんだよな」と
言っていただける会社でありたいと思って
おります。
　本年も宜しくお願いいたします。



7

2014 年飛躍への挑戦 「顧客視点」のコールセンター運営
に貢献するために

IP 化するコールセンターの通信回線
を全力でサポート

岩崎通信機株式会社 日本ユニシス株式会社 グローバル・タンク株式会社
ITソリューション事業部�ソリューション営業部長 代表取締役専務執行役員 ICT ソリューション事業本部�本部長

大川�毅裕 平岡�昭良 坂本�聡

　新年明けましておめでとうございます。
2013 年弊社は創業 75周年という節目の
年でした。自社ブランドのアプリケーショ
ンIWシリーズのラインアップ拡張やスマー
トデバイスを活用するビデオ・音声ソリュー
ションで大変ご好評を頂くことができまし
た。これもひとえに皆様のご支援の賜物
であると、深く感謝申し上げます。2014
年弊社はクラウドサービスの拡充などサー
ビスメニューの拡大を視野に、より一層お
客様のビジネスにきめ細かく対応できるソ
リューションのご提供に努めていく所存で
す。昨年に引き続き「IWシリーズ」も益々
充実させてまいります。本年もご指導、ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　顧客ニーズとコンタクト手段の多様化に
伴ってコールセンターの役割が益々重要度
を増す中、弊社は2012 年 8月に大日本
印刷株式会社との業務提携により、コー
ルセンター／CRM分野においてもソリュー
ションサービスを強化して参りました。
2013年11月には、コールセンターソリュー
ション「UCCAP（ユーキャップ）」で収集し
た「顧客の声」を、市場の声分析ソリューショ
ン「TopicStation（トピックステーション）」
により分析・共有し、業務と経営に活かす
仕組みを構築したユーザ事例を発表致し
ました。今後も皆様の「顧客視点」のコー
ルセンター運営に貢献することを目指して
参ります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　皆様、あけましておめでとうございます。
　本年コールセンターを取り巻く技術はダ
イナミックに変革する過程でよりIP化し、
クラウド上で提供される方式に加速的に移
行していくものと思われます。
　弊社は、「コールセンターに電話回線は
もういらない！」を主要戦略として掲げ、
回線リソースを IPネットワーク経由で提供
する事業に注力しております。コールセン
ターを運営されている皆様には、「必要な
回線を、必要な時に、必要なだけ、必要
な期間提供できる」体制を強化していく所
存です。
　また、サポート会員の皆様とはより一層
協業関係を深めさせていただき、業界全
体の技術革新に寄与していきたと考えてお
ります。
　今後ともさらなるご支援ご愛顧を賜りま
すよう宜しくお願い申し上げます。

宝の山であるコールセンターから宝
を探すお手伝いをします。

大切な最後の1m お客様と共に、成長・進化し続けま
す！

ログイット株式会社 GNネットコムジャパン株式会社 ファーストコンタクト株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長

小宮�泰喜 安藤�靖 宮脇�茂雄

　あけましておめでとうございます。
　弊社はこれまでコンプライアンス目的を
中心として NICE�Systems 社製通話録音
システムを国内で提供して参りました。近
年、欧米では録音したお客様の声を分析
し、サービスや売上の向上に活かすことが
当たり前となり、コールセンターは宝の山
となっております。ここに来て日本でも先
進的なコールセンター様がお客様の声を
活用する方向性を目指し、弊社へのお問
合せも急増しております。
　弊社では音声認識や音声による感情解
析システムの技術も有しており、これら技
術も活かした宝探しのご提案を今年も積
極的に行っていきます。
　本年も益々のご指導ご鞭撻を賜ります
様、何卒宜しくお願い申し上げます。

　大きなコストを費やしシステムを導入し
ても、大切なお客様との通話中に、隣の
声が聞こえてしまっては、システムの価値、
そして会社のブランド価値を傷つけてしま
います。アベノミクスにて推進するテレワー
クにおいても、大切な通話中に外での車
の騒音などが聞こえては、ビジネスになり
ません。
　昨年末発表した Jabra�BIZ�2300 は、
ノイズキャンセルの機能を向上させ、周囲
の雑音を極力削減します。このような製品
を使用し、皆様のビジネスの価値向上の
サポートができること願っております。お
試し品も用意しておりますので、いつでも
ご連絡いただき、より良い品質のものをご
活用ください。Jabra は皆様のお手元の端
末の” 質” にこだわっております。

　新年明けましておめでとうございます。
　当社は、CTCグループの一員で、「コン
タクトセンター・サービスデスク」のサー
ビスを核に、「バックオフィス」、「マニュア
ル作成・研修」、「アウトバウンド」等々をサー
ビス展開している会社です。
　本年も「お客様と共に考え、共に成長し、
常にお客様の成果への貢献を考える会社
であること」を目指して参ります。
　本年も引き続き宜しくお願い申し上げま
す。
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2014 年を飛躍の年に！
コールセンター人材サービス

お客様と共に課題解決に取り組み、
ITの力で貢献します！

2014 年わが社の抱負

株式会社ブレイブ NTTソフトウェア株式会社 日本アバイア株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長

島田�忠信 山田�伸一 井上�公夫

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、株高等による国内企業の業績回復
により需要が急増し、求人倍率もリーマンショッ
ク前と同水準となり、各社様人材不足感が否
めなかったのではないかと思います。
　ブレイブでは、コールセンターに特化したオ
フィスサポート事業部と医療・介護分野のメディ
カル事業部の2本柱で、SV・オペレーターの
人材派遣・人材紹介サービスをご提供しており
ます。中でも、SVの紹介予定派遣サービスに
関しましては
　前記の人材不足感も合わさり、多数のご用
命を頂き誠にありがとうございました。
　本年も、横浜、名古屋、福岡等新規出店を
積極的に実施し、飛躍するコールセンター業
界の皆様へ、人材供給力の向上に努めてまい
ります。
　本年も何卒、宜しくお願い致します。

　明けましておめでとうございます。
　当社では、クラウドサービスメニュー
の拡充を進めておりますが、昨年はワー
クフォースマネジメント（WFM）のクラ
ウドサ ービス「CTBASE®/WFM�Cloud�
powered�by�ArtFront」の提供を開始し
ました。このサービスにより、多くのコー
ルセンターの運営の最適化、業務品質の
向上といった課題に対して、最適な導入方
法をご提案し、課題解決にお客様と共に
取り組んでおります。
　本年も、クラウド化や課題解決支援を
充実することで、導入が容易で効果が高い
ソリューションを提供し、お客様の戦略的
パートナーとして貢献して参ります。本年
も何とぞよろしくお願い申し上げます。

　カスタマーエクスペリエンスは企業が業
績の推進力として強く認識するまでになっ
ています。
　日本の細やかな気づかいをカスタマー
エクスペリエンスに反映する優れたサービ
スの提供がますます重要となります。
　アバイアは多様化する顧客から企業へ
の問い合わせ方法 (チャネル )の変化に対
応して、従来からの資産を活かしながら柔
軟に対応します。
　カスタマーエクスペリエンスを複数の
チャネル間でシームレスに統合され、顧客
の視点に立ったカスタマーサービスの提供
を可能にする先進のコンタクトセンター・
ソリューションで企業のカスタマーエクス
ペリエンス管理を支援します。

世界の文化と人々の交流を支える
コールセンタービジネス

コンタクトセンターパッケージの新た
な選択

すべては、お客様の満足のために…

株式会社ネットマークス ユニファイドコミュニケーションズ株式会社 PCテクノロジー株式会社
取締役常務執行役員 代表取締役 代表取締役社長

上山�広三 大田�保紀 野口�政夫

　新年明けましておめでとうございます。
2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
クの開催が決定し、日本と世界をつなぐ
世紀のイベントを多くの人々が心待ちにし
ています。このような機会は世界の様々
な文化や人々の交流を促進させますが、
それを支えるインフラのひとつとしてコー
ルセンタービジネスが果たす役割も大き
なものがあると確信します。コールセン
タービジネスも国境を越えたグローバル
化が加速する中、弊社は長年培ってきた
ネットワーク技術力を活かし、先進のコー
ルセンターソリューションのご提供やコー
ルセンター事業及び BPO 事業をサービ
ス展開される各社様とのコラボレーショ
ンにも引き続き力を入れてまいります。
本年もどうぞよろしくお引き立てください
ますようお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、コンタクトセンタの見え
る 化 を 追 求 し、CEP（CC�Enhanced�
Package)2.0 をリリース致しました。
　このパッケージは、弊社 SIP サーバ
のUC�Server-P、コンタクトセンタパッ
ケージ、CTIミドルウェア TelephonyX、
IVR、通話録音機能を統合した製品です。
　今後、弊社製品ロードマップを軸に、
更なる機能強化を行う予定です。
　今まで以上に高い利便性と満足度を提
供できるよう、コンタクトセンターソリュー
ションを展開していきたいと考えておりま
す。
　皆様には一層のご愛顧いただけますよ
う、今年も宜しくお願い申し上げます。

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　弊社は、パーソナルコンピュータが産
声を上げてから三十余年、お客様の満足
の為に、サービス・サポートを行ってま
いりました。
　年々、移り変わるコンピュータの機能・
コンピュータの普及と共に、お客様のお
問い合わせ・お客様の層も変化がござい
ました。
　そのような移り変わりの中で我々は、
一人でも多くのお客様にご満足いただけ
るよう、様々な努力や工夫を行ってまい
りました。すべては、お客様の「満足」
の為に。弊社は、さらなる研鑽を続けて
参ります。
　本年は、その蓄積したノウハウを業界
に還元し、業界を盛り上げて行く所存で
ございます。本年も益々のご指導ご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。
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情報技術と人材を一つにしたサービ
スでお客様の企業価値向上に貢献

マーケティングセンターを目指して 更なる挑戦（CRM東京コンタクトセ
ンター拡大）

株式会社�ジェイ�エスキューブ 株式会社�ベルテック 株式会社ツーウェイシステム
執行役員�事業部門�部門長 常務取締役 代表取締役社長

佐藤�美孝 松岡�光恵 千田�敏雄

　新年明けましておめでとうございます。
　当社はトッパンフォームズグループの情
報の出力分野の強みを新たに加え循環型
入出力業務を一括で一貫したDPOサービ
スをご提供出来るようになりました。
　多様化する様々なお客様のニーズにフロ
ントオフィスからバックオフィス迄業務の標
準化を図り、最適なコストと業務効率で高
品質な業務処理をそして経験豊富なCRM
業務を活かした独自のアウトソーシング
サービスをご提供してまいります。
　又派遣オペレーターは各業界 ､業種の
各種研修・実務指導を充実してより専門性
を高めクオリティの高い人材をご提供して
まいります。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
回復基調の日本経済ではありますが、ど
ちらの企業もお客様の新規開拓には苦労
されており、最前線のコンタクトセンター
に、既存のお客様の購入単価向上のため
の「クロスセル」「アップセル」が求められ
ることが増えてきました。
そこで今年は、クライアント様のイメージ
を保ちつつ、お客様の心を捉え、心に響
くような会話力や文章力を磨き、売上貢
献のできる「マーケティングセンター」へと
変革していく年にしてまいります。
　又、電話中心の運営から、WEB、メー
ル、SNSの分野やBPOをはじめとしたバッ
クヤード業務の分野へも積極的に取り組
んでまいります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げま
す。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　お客様ニーズの多様化、企業の顧客志
向は高度化する時代の中、顧客接点とな
るコンタクトセンターはより重要な役割を
求められます。
　2014 年、当社は更なる挑戦の1年を
テーマとし、次ぎなる成長のため CRM 東
京コンタクトセンターを現状の約 3倍に拡
大、最先端センターとして、弊社が最重要
視しておりますご注文成約結果を追求す
る「営業型センター」を更に改革・追及し、
お客様のご信頼・ご期待に応えて参ります。
　今後共、引続きご指導ご厚誼賜ります
様、宜しくお願い申し上げます。
　新しいこの年が皆様にとりまして素晴ら
しい一年になります様、お祈り申し上げま
す。

創業14 年目の海外進出 クラウドからOTTの時代へ。ビジネ
ス機会創出をサポートします。

人材確保・活用の最適化―を全力で
サポートいたします。

株式会社アイティ・コミュニケーションズ 株式会社リンク ヒューマンリソシア株式会社
代表取締役社長 BIZTEL 事業部�事業部長 代表取締役
小金澤�健司 坂元�剛 御旅屋�貢

　2000 年の創業より多くの皆様のお力添
えを頂き創業14年目の本年は、海外進出
の第一歩としてベトナム・ホーチミン市に
進出することと致しました。創業当初から
の人材を人財と置き換えた育成を基本理
念とし、この意義・本質を本年は海外も含
め追求して参ります。又、災害やエネルギー
問題をはじめ、社会状況変化への対応と
して BCP 対策コールセンターの設置も適
い一層のニーズに応えられる体制強化を図
り、更なるサービルレベルの向上に努めて
参ります。本年も何卒よろしくお願い申し
上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　2013 年は BIZTELコールセンターサー
ビスがサービス開始以来最も発展した一
年となりました。本年はこの伸びを更に加
速させ、お客様のビジネス機会を創り出し、
お客様のワークスタイルをより柔軟なもの
とすることを目標としております。クラウド
サービスはOTT（Over�The�Top）という
言葉に表される通り、お客様がネットワー
クを通してサービスを利用し、状況に応
じてコストを上下でき、使う機能を常に選
択できるサービスである必要があります。
BIZTEL はそのOTTとしての強さをより進
化させ、結果としてお客様のビジネスの発
展を下支えできる存在を目指していく所存
です。
　本年の皆様のご多幸を心よりお祈り申し
上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
2014 年多くのお客様が、人材確保・活用
というテーマにおいて心新たに様々な課題
に取組むのではないかと考えられます。お
客様の期待を超えるサービスをご提供で
きるよう、既成概念に囚われずサービスを
進化させていくことが私たちには求められ
ていると考えております。効果的な人材確
保の方策、女性やシニア層など潜在的な
有能人材の活用方策、グローバル化への
お手伝いなど社員一人ひとりが常に考え、
行動し、そして安心してお任せいただける
よう不断の努力を重ねて参ります。本年も
よろしくお願い申し上げます。
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感動と心地良さを届けます。
「お・も・て・な・し」

2014 年わが社の抱負 May�your�customers
BE�WITH�you�all�the�time.

株式会社ディノス・セシール
コミュニケーションズ

株式会社エヌ・ティ・ティ・ソルコ ビーウィズ株式会社
代表取締役社長 代表取締役社長

代表取締役社長 武藤�弘和 遠藤�克彦
金城�健秀

　皆様に新年のご挨拶を申し上げます。
　顧客接点のマルチチャネル化の動きへ
の対応やBPOの本格提供を進めるため、
当社は昨年、ビジネス戦略を一新して組
織を見直し、顧客別に対応を行う従来の
アカウント営業機能に加え、BPO やソー
シャルなどの商品・サービスを専門的に
担当するプロダクト営業・開発組織を新
たに立ち上げ、コンタクトセンター業務
を伴わない案件も積極的に取り込む体
制を築くとともに、アライアンスの強化
を通じた業務・サービスの拡大を図りま
した。2014年は拡大した事業領域をベー
スとして、お客さまの業務改善・効率化
を支援する本格的なソリューションの分
野に踏み出していく所存です。

　新年明けましておめでとうございます。
　当社は、ここ数年「コンタクトセンター
の質的強化」と「BPO 事業に向けての
業態変革」に取り組んでおり、その一環
として、企業のグローバル化の流れに対
応すべく昨年 9月よりオフショアサービ
スの提供を開始しました。また、BPO 事
業に関しては、コンタクトセンター運営に
て培った業務ノウハウを元に、業務分析
から設計・構築、運用・改善までを繋げ
たサービスとして提供しており、引き続
き顧客企業への付加価値向上に努めて
参ります。
　本年も事業理念である「洞察を通じた
社会への貢献」を心に刻み、顧客企業
に最適なサービスの提供を目指して参り
ます。本年も何卒よろしくお願い申し上
げます。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　本年も「お客様満足度の向上」「サービ
スレベルの向上」を第一優先に考え、常に
安定したオペレーションをご提供させて頂
けるよう努めて参ります。ネットビジネスが
日進月歩の勢いで進化する昨今ではありま
すが、人と人が直接コミュニケーションす
るコールセンターの役割は、これからもお
客様が望まれる究極のサービスであると確
信しております。
　また、本年はコールセンター事業に加え、
バックオフィスを含むBPO分野においても
事業を拡大出来るような飛躍の年にしたい
と考えております。
　本年も益々のご指導ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　11月29日、コールセンターの機能や役割、成功事例、
関連するルールなど、コールセンターに関する基礎知識を習
得していただくことを目的に、コールセンター基礎講座を開
催しました。
　本講座は、毎年、
上期・下期に開催
しており、新入社員
や新たにコールセン
ターに配属された
方など、毎回多くの
方に受講いただい
ています。今回は

コールセンター基礎講座を開催
51名の方が受講しました。
　2014 年度も開催を計画しています。
（受講者の感想）

・コールセンター用語から法律、最新のトレンドまで、幅広い知識

を吸収でき、明日から活かせる内容が身についた。

・事例を挙げて説明していただいたので、分かりやすく、なるほど

と思うことができました。納得して聞くことができました。

・様々な企業の取り組みを例に話していただけたので、大変分か

りやすかった。モチベーションを上げるための取り組み等、参考

になりました。

・普段耳にしていても、意味をきちんと把握していなかった用語も、

本日の講義で知ることができました。

 2 月の『 CCAJ スクール 』 のスケジュール
開催日 講座名 講師 会場

2/6( 木 ) 〜2/7( 金 ) スーパーバイザー養成講座�〜人材育成編〜 黒田�眞紀子�氏 新大阪丸ビル新館
2/20( 木 ) 〜2/21( 金 ) トレーナー養成講座 後藤�啓子�氏 日本マンパワー(東京都 )

2/25( 火 ) モニタリング実施手法セミナー 後藤�啓子�氏 日本マンパワー�(東京都 )
2/26( 水 ) 〜2/27( 木 ) スーパーバイザー養成講座�〜チームマネジメント編〜 角脇�さつき�氏 日本マンパワー(東京都 )

各講座の概要・プログラムなどの詳細は、CCAJ スクールホームページまで  �CCAJスクール 検索

http://ccaj.or.jp/ccaj_school/index.html
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時間 講演概要　（M：モデレーター、S：スピーカー）

1日目　2014 年 2月13日 (木 )�

10:30
｜
12:00

CCAJ セッション1『�応対品質の向上に向けた取り組み』
M(株 )Cプロデュース�クオリティアシュアランスマネージャー　井崎�美和子�氏
Sタイムズレスキュー (株 )�オペレーション部�品質管理グループ�チーフトレーナー　片岡�麻由美�氏
S日本マイクロソフト(株 )�カスタマー＆パートナーサポートサービス　佐藤�友紀�氏

13:00
｜
14:30

CCAJ セッション2『�キャリアマネジメント(コールセンターで働く人のキャリア形成 )』
Mきゃりあす�代表　奥�富美子�氏
Sプラス ( 株 )�ジョインテックスカンパニー�CRM部�部長　藤田�京子�氏
Sメットライフアリコ生命保険 (株 )�顧客サービス統括部長�兼�カスタマーサービス部長　永倉�俊幸�氏

14:45
｜
16:15

CCAJ セッション3『�センターマネージャーの役割�』
MヒューマンKプラット�代表　加藤�章雄�氏
Sジュピターショップチャンネル (株 )�東京コールセンター長　水野�緑�氏
S大和証券 ( 株 )�コールセンター運営部長�岡口�雅信�氏

2日目　2014 年 2月14日 (金 )

10:30
｜
12:00

CCAJ セッション4『�スーパーバイザーの登用と育成』
M(株 )ラーニングイット�ビジョントレーナー�瀬崎　節子�氏
Sヤフー（株）�CS 本部�人財開発部�T&S　山口�大輔�氏
Sトランスコスモス（株）�コールセンターコンサルティンググループ�シニアマネージャー　富澤�美奈子�氏

13:00
｜
14:30

CCAJ セッション5『ストレス軽減とモチベーション向上策』��
M(株 ) 感性労働研究所�代表取締役　宮竹�直子�氏
S( 株 )AGI�代表取締役社長　光吉�俊二�氏
Sシックスセカンズジャパン (株 )�代表取締役　田辺�康広�氏

14:45
｜
16:15

CCAJ セッション6�『VOCの分析活用』�
Mアドバンス・コンサルティング(株 )�代表取締役　有山�裕孝�氏
S( 株 )NTTドコモ�情報システム部�顧客システム担当�担当課長　市瀬�眞�氏
S( 株 )WOWOWコミュニケーションズ�WOWCOM�College�トレーナー　川端�裕子�氏

16:30
｜
18:00

交流会
交流会は、セミナー出演者と受講者との意見・情報交換、また、コールセンターに携わる方々のネットワークづくりを目
的に開催します。

まもなく開催！ CCAJ コンタクトセンター・セミナー 2014
〜「お・も・て・な・し」を実現するコンタクトセンターのヒントを探る！〜�

�

�『CCAJコンタクトセンター・セミナー』は、センターで関心の高いテーマや共通課題に関して、センター運営のエキスパートがパネルディ

スカッション形式で、改善のヒントを提供・共有することを目的に開催しています。

　11回目となる今回は、定番の人気テーマ「応対品質向上」「SVの登用・育成」「スタッフが気持ちよく働けるための環境づくり」に加え、

「キャリアマネジメント（コールセンターで働く人のキャリア形成）」「センターマネージャーの役割」「VOCの有効活用」という新た

なテーマによるセッションを行います。実際に行われているセンターでの取り組みや考え方は、自社のセンター運営のヒントを得る

絶好の機会です。

　さらに、出演者の方々も参加する “交流会” では、同じ立場の方々とも交流を深めることができますので、皆様のご参加を心よ

りお待ちしております。

�「お・も・て・な・し」はコンタクトセンターの心です。

■会期：2014年 2月 13日 (木 )�10：30�〜�16：15�( セミナー )　　���■受講料金（税込み）
　　　　�2014年 2月 14日 (金 )�10：30�〜�16：15�( セミナー )
　　　　　　　　　　　　　　　16：30�〜�18：00�( 交流会 )
■会場：アーバンネット神田カンファレンス
　　　　（東京都千代田区内神田 3-6-2）

1日券 (3コマセット) 1コマ
CCAJ 会員 ( 事前申込 ) 15,000 円 6,000 円��　��　
一般 ( 事前申込 ) 20,000 円 7,000 円��　��　

当日券 − 10,000 円��　��　
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CCAJ News Vol.203 では、「2014 年 新春
賀詞交歓会」などを掲載する予定です。

※ 掲載内容は変更になる可能性があります

電話勧誘販売などに関する、
消費者からの苦情・相談に対応しています。

日本コールセンター協会電話相談室
03-5289-0404 受付時間�10:00 〜16:00

( 土曜・日曜・祝日を除く)

次号予告

11/12 広報委員会

1 会員ニュースの公開状況
・10 月に会員より寄せられたニュースリ

リースの協会 Web サイトでの公開状況
を報告した。

2CCAJ メールニュースの情報収集状況
・VOL.189 の情報収集状況を報告した。
3CCAJ News
・11 月号：協会報 200 号記念プレゼン

トの応募状況を報告した。
・12月号：10月に開催した海外視察ツアー

のレポートを掲載することを承認した。
・2014 年1月号：会長の年頭のあいさつ、会

員の年頭所感を掲載することを承認した。

12/4 事業委員会

1CCAJ スクール
・受講企業数を増やす施策を、今後も

検討していくこととなった。
2CCAJ コンタクト・センターセミナー
・パンフレットの作成および Web での

公開に向けて、セミナーのサブタイトル・
キャッチコピーを決定した（セミナー概
要は、本誌 11 ページをご覧ください）。

3CCAJ ガイドブック
・次年度の参考とするため、「会員の責

任者・担当者」および「メルマガ読者」
に対し実施するアンケートの質問項目
等を決定した。

 　　  協会日誌

 TOPICS 正会員数：199社
（2013 年12月現在）

 CCAJメールニュース好評配信中
　情報調査委員会・広報委員会では「CCAJ
メールニュースの配信を行っています。配
信ご希望の方は、「CCAJ メールニュース
配信希望」と明記のうえ、配信先メール
アドレス・会社名・部署名・氏名・連絡先
電話番号を記入し、当協会事務局 e-mail
アドレス (office@ccaj.or.jp) までお申込み
ください。

VOL.189(2013 年12月2日配信 )
配信数 :5,141名

◇目次◇
【協会からのご案内】
1.CCAJ News 12 月号を協会 Web サイト

にアップ
2.CCAJ スクール 直近開催のご案内
3.CCAJ ガイドブック VOL.23 11 月中旬発

行！ 好評頒布中！
4. 協会 Web サイト「会員ニュース」への

情報掲載のご案内【会員限定】
【関連動向・情報】
5. 平成 24 年 情報処理実態調査の結果

( 経済産業省 )
6. 多様化・複雑化する電気通信事故の防止

の在り方に関する検討会報告書 ( 総務省 )
7. 平成 25 年版 労働経済の分析〜構造変

化の中での雇用・人材と働き方〜 ( 厚生
労働省 )

8. 高齢者の消費者被害 ( 国民生活セン
ター )

9. 国民生活 11 月号 ( 国民生活センター )
10.2013 年労働者派遣事業統計調査 ( 第

3 四半期 )( 日本人材派遣協会 )
11.Statistical Notes of Japan 2013(統計局)

200 号記念プレゼント抽選会を開催しました
　CCAJ�News200 号で実施した「200 号記念プレゼントクイズ」に、たくさん
の皆さんからご応募いただきました。答えは①の「一般社団法人�日本コールセン
ター協会」でした。締切後に山田雅康広
報委員長による抽選会を行い、正解者の
中からプレゼントの当選者を選びました。
すでに協会からメールによる確認を行い、
景品を発送しています。
　今回、ご応募いただいた皆さん、ご協
力いただいた会員会社の皆さん、ありが
とうございました。

　CCAJスクールでは受講者のレベ
ルや課題に合わせたコンテンツをご
用意しています。
　今年もぜひご活用ください。

�CCAJスクール 検索

2014 年も
CCAJ スクールを

CCAJ スクール センターマネージャー講座
好評につき追加開催決定！

　2014 年1月23日( 木 )〜24日 ( 金 )開催のセンターマネージャー講座は多く
のキャンセル待ちの方がいらっしゃる状況のため、追加開催が決定しました。
　皆様からのお申し込みをお待ちしています。
日程：2014 年 2月 18 日 ( 火 ) 〜 19 日 ( 水 )　両日とも 10:00 〜 17:00
会場：日本マンパワー ( 東京都千代田区 )
講師：鈴木誠氏
　詳細やお申し込み方法は、CCAJスクールホームページでご確認ください。


